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作品タイトル エコと共存 

関係する 

SDGs のゴール 
７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

説明文 

１ 改善策 

①廃熱や体熱を利用した信頼性の高い発電の促進 

 ・工場などで排出された廃熱や体熱をエネルギーに変えることによ

ってあらゆる場所で多彩なエネルギーを実用化する。 

 ②再生可能エネルギーの使用増大の促進 

 ・風力や地熱など自然のエネルギーを利用することによって 2030 年

までに安価で信頼できる現代的エネルギーサービスへのアクセスを

確保する。また、再生可能エネルギーの割合や改善枠を拡大させる。 

２ 現 状 

・企業や市民による使い捨てのプラスチック削減や脱プラスチック

を行った結果、CO2が減少した。しかし、現在、日本のエネルギーは

化石エネルギーが中心となっており、エネルギー自給率も極めて低く

なっている。今後、再生可能エネルギーへの移行がさらに求められる。 

３ 中間高校にできること 

 ・節電を促進する。校内では、エアコンの温度を適温に調整し、こま

めに消灯する。ゴミの分別を徹底する。また、家庭ではエコバッグを

使用し、プラスチックゴミの減量に努める。 

課題、 

今後の展開など 

・再生可能エネルギーの施設建設や土地の確保が必要となる。その方

策として企業や行政との連携などが考えられる。 

 ・また、私たち自身は日常生活の中での節電やゴミの減量といった基

本的なことをを心がけて行かなければならない。 

 ・今後は紙製品や CO2を排出しない再生可能エネルギーへの移行が実

用化されてくると思われる。 
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